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第236号指導資料 理 科
－小 中学校盲･聾･養護学校対象－, ,
平成14年10月発行鹿児島県総合教育センター

基礎･基本の定着を図る理科の学習指導と評価

基礎・基本とは，学習指導要領の示す目標

及び内容の総体である。これらの定着を図る

ためには，子どもの学習状況を適切に評価し，

指導に生かすことが重要である。

そこで，本稿では基礎・基本の定着を図り，

科学的な見方や考え方を養うための理科の学

習指導と評価の在り方について述べる。

１ 評価の基本的な考え方

( ) 評価の機能と役割1

評価は子どもの学習状況や到達度を把

握し，その結果に応じて学習指導を工夫

するために行われる。評価と指導を繰り

返すことによって，学習指導要領に示さ

れた目標の達成を目指すのが授業である

と言える。

理科の学習指導では，問題解決の過程

において，子どもがどのように思考し，

どのような知識や技能を使って問題解決

を図ろうとしているのかを把握すること

が大切である。それに応じて教師は必要

な手だてを講じ，子どもが自らの力で問

題解決を図れるようにしたい。

このような学習指導を行えば，子ども

の思考力や判断力の伸び，よい点や可能

性等も的確に把握することができるとと

もに，学ぶ意欲を高めることにもつなが

っていく。

( ) 評価規準の作成2

学習指導要領に示された目標に照らし

て，子どもの学習の到達度を客観的に評

価するための参考となるものさしが評価

規準である。この評価規準は，「おおむ

ね満足できる」状況が具体的にみえるよ

うなものにする必要がある。

指導すべき内容が規定されている理科

では，指導すべき内容が規定されている

からこそ，指導の過程でどのような資質

や能力を育成するべきかを再認識し，知

識偏重に陥らないように能力等の分析を

行うことが重要である。

( ) 指導と評価の計画3

年間指導計画は，教科の目標を達成す

るために各学校の子どもの実態等に応じ

て，指導の重点の置き方や教材・教具の

選択等に創意工夫を生かして作成されて

いる。したがって，評価規準と評価方法

を明確化した評価計画も各学校独自のも

のが作成され，年間指導計画の中に位置

付けられることになる。
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２ 理科における指導と評価のポイント

理科は，自然事象を子どもがどのように

認識しているかが問われる教科である。

子どもが新たに得た知識が，正しい自然認

識に結び付かない場合があるので留意する

必要がある。

例えば，水の電気分解では次のようなこ

とを学ぶ。

授業で学んだこと

水の電気分解の実験から，水は水素と酸素の

化合物であることが分かった。

このような学習の後に，次のような認識

をもつ子どもがしばしばみられる。

授業後のある子どもの考え

水は，水素と酸素からできている。水素と酸

素は普通，気体で存在しているのだから，沸騰し

ている水から出る泡は，水素と酸素だ。

この子どもは，テストで水の組成を問わ

れれば正しく答えることができるだろう。

しかし，化学変化についての認識は間違っ

ており，目標を達成しているとは言えない。

ところが，教師はこのことに気付かずに学

習を展開している場合も往々にしてある。

理科では，このような子ども一人一人の

自然認識の変容を的確に把握する評価方法

を工夫し，学習指導に生かすことが大切で

ある。

また，理科は観察，実験を通して問題解

決を図っていくのが特徴である。その際，

子どもは手順や器具の操作方法に気をとら

れ，観察，実験の目的を見失ってしまうこ

とがある。単元構成や教材・教具等を工夫

するとともに，子どもたちに「自分たちが

行っている観察，実験にはどのような意味

があり，何が解決できればよいのか。」を

常に意識させながら指導を進めることが大

切である。

３ 理科の学習指導と評価の具体的な在り方

子どもに学ばせるべき内容は，学習指導

要領に最低基準として示されている。それ

を子どもに学びたいと思わせるような授業

を設計しなければ，基礎・基本の定着は望

めない。では，子どもにとって必然性のあ

る授業となり得るためには，どのような学

習指導と評価の工夫が必要なのだろうか。

( ) 導入段階1

理科の授業では，導入段階における事

象提示や問い掛けによって，子どもに確

かな問題意識や解決への意欲をもたせる

ことが大切である。

そのために，どのような問い掛けをす

れば子どもの問題意識を高めることがで

きるのか，子どもの認識傾向をとらえて

指導に当たる必要がある。

中学校第１分野単元「運動の規則性」

における，斜面を下る物体の速さの変化

と物体に働いている力に関する子どもの

主な認識傾向を次に示す。

① 斜面を下る物体の速さの変化に関する認識

ア 比例 イ ２次関数的変化

速 速

さ さ

０ 時間 ０ 時間

② 斜面を下る物体に働いている力に関する認識

ア 力は変わらない。
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イ 速さが速くなるから，進行方向に働く力は

大きくなる。（大きい力を加えるほど速さは

速くなるという日常の体験から）

ウ 勢いがつくから，進行方向の力は小さくな

る。（坂を下るほど，自転車のペダルに加え

る力が小さくなるという体験から）

このような認識傾向を子ども自身及び教

師が共に把握するには，次のような指示を

するとよい。

① 自転車でペダルをこがずに下り坂を下るとき

や，ジェットコースターに乗って下り坂を下る

とき，速さはどのように速くなっていくか考え

て，グラフに書きなさい。

② そのとき，自転車やジェットコースターの進

行方向に働いている力はどうなっているか考え

て，図に力の矢印を書きなさい。

子どもたちは，日常生活における感覚に

全幅の信頼を置いて，事象を理解しようと

している。したがって，①と②について，

様々な組合せの考えが出されることになり，

教師の「どれが正しいの？」という問いに

対して，子どもは困惑し，調べざるを得な

い状況になるのである。

このように，子どもの学習への意欲を高

めるには，子どもの認識を的確にとらえ，

それに揺さぶりをかける学習指導の工夫が

必要である。

事象や問い掛けに対する子どもの認識を

表出させるには，心的なイメージを絵に描

かせたり，グラフに書かせたり，概念地図

を書かせたりして，具体的に評価できる形

にするのが有効である。

( ) 観察，実験の企画・実施段階2

観察，実験は，事物を意図的に見たり，

事象に手を加えたりして規則性を見付け，そ

の原因と結果を関係付けるために行われる。

子どもたちは，観察，実験を通して得られた

事実を基に，事象や変化の原因と結果との間

に明確な因果関係を見いだしたときに「分か

った。」と感じるのである。

したがって，この段階で教師は子どもがど

のように思考しているかをとらえ，思考を促

すためにいつ，どのような情報を，どれだけ

与える必要があるかを考えて手だてを講じる

必要がある。そのために，発達段階や教材の

特性に応じて，次のように問うことで学習状

況を把握する。

○ 何と何とを比較すればよいかが分かっている

か。→「何と何を比べればいいの？」

○ どのような観点で比較すればよいかが分かっ

ているか。→「どこを比べればいいの？」

○ どの条件を変え，どの条件を変えないで比較

すればよいかが分かっているか。→「何を変え

て比べようとしているの？｣

○ 推論に基づいて，どのような観察，実験をす

ればよいかが分かっているか。→「何を根拠に

その観察，実験をするの？」

○ どのような情報が必要なのかが分かっている

か。→「どんな結果が欲しいの？｣

○ どれくらいの量の情報を集めればよいかが分

かっているか。→「それだけで確かだと言える

の？」

理科学習では，観察，実験の企画の段階だ

けでなく，観察，実験中も教師ができるだけ

一人一人の子どもに問いながら評価し，指導

する必要がある。

中学校においては，小学校の基礎の上に立

って，より科学的な手法を用いることになる




